
報告事項 2          令和 8 年度事業計画 

全ての児童生徒が自らの体験を通じて主体的学びが得られるように観察実験が行える環

境の整備を支援する。 

１ 全ての児童生徒が観察・実験を着実に行える理科教育環境の整備充実を目指す 

1-1 観察・実験に必要な機器整備を推進する 

国・自治体・学校法人に対し、指導要領で求められる理科教育の充実に向け、 計画的に複数年で

充足を進める予算化を働きかけるとともに、補助金制度の理周と活用の促進を図る。 

 適切な媒体で設置者・学校へ正確かつ迅速な情報提供を行い、理科教育設備整備事業の普及を

図る。 

 複数年計画での充足に向け、都道府県・市区町村での次年度以降の計上への働きかけを強化す

る。 

 整備が進まない市区町村に対し、都道府県との共同開催説明会を出来る限り多く実施する。 

 補助申請・管理台帳作成等の実務セミナーや個別相談会を継続し、適切な国庫補助申請を支援

する。 

1-2 最重点品目・重点品目の整備充実を図るとともに老朽機器の適正管理を推進 

する 

 全国すべての小中学校において、最重点品目の完全整備を図る。 

 新規追加品目の整備状況を把握し、計画的な充足に向けた活動を行う。 

 老朽化等で使用できない機器について、廃棄基準の周知徹底を図り、適正な更新を促す。 

1-3 観察・実験に関連するその他の必要な予算措置の働きかけを推進する。 

 理科実験支援員の配置拡充に向けた働きかけを継続する。 

 観察・実験では関連消耗品も必須であることを知らしめる活動を継続する。 

1-4 学校現場の実態把握のための調査・分析を継続し、協会の活動にいかす 

 学校現場の実態と課題を調査・分析し、得られた知見を広く発信して理科教育の充実につなげ

る。 

 学習指導要領の改訂検討開始に合わせ、理科設備基準の品目・数量の見直しおよび次期理科

基準リストの提案に着手する。 

 

 



２ 「理科の授業は理科室で」の実現に向けた環境整備の推進に努める 

2-1 理科室・理科準備室の整備を促進する 

 学校の規模に応じた理科室の確保ならびに実験台・収納・安全設備などの理科室の質的向上を

図るため、文教施設全般の仕組みを踏まえた整備促進活動を行う。 

2-2 情報端末の普及に対応した新たな理科学習環境を創出する 

 情報端末と観察・実験機器を連携させた先進的な実践事例を収集し、児童生徒の理解を深めるこ

とにつながるモデルとして紹介する。 

 

３ 安全な理科観察実験授業を支援するとともに教育用理科機器の品質向上を図る 

 小学校教員を中心に、観察・実験指導力向上セミナーを開催し、実践的支援を行う。 

 実験中の不測の事態に関する調査を基に、安全・安心な実験実施のための刊行物を作成・配布

する。 

 観察実験機器の品質向上のための諸活動を行う。 

 諸外国の理科教育環境を調査し、品質向上と安全性確保に資する知見を収集する。 

 

４ 理系進路選択者の増加に向けた取り組みを行う 

 理系・文系選択の要因を継続調査し、現状把握を深める。 

 女子生徒の理系選択拡大に向け、理科好きな女子中高生を育成する支援活動を検討する。 

 生徒がもっと理科好きになり、興味関心の向上につなぐ理科授業の工夫について、調査を始め

る。 

 STEAM 教育の推進において、理科が中心となる活動事例を紹介する。 

５ 社会全体での理科教育推進に向けた理解促進を図る 

 有識者・国会議員等に理科教育の意義を訴え、将来を見据えた世論喚起を図る。 

 

６ 理科教育の普及啓発に関する事業を実施する 

 災害被災地域での出前授業を通じ、自然災害と防災に対する関心を高め、社会で生かせる理科

学習をめざして活動する。 

 各種理科教育啓発事業への協力・参加を進める。 

７ 関係機関・諸団体との協力推進する 

 理科教育推進団体への支援事業を実施する。 

 関係機関・諸団体との相互協力を強化する。 



８ 会員・関係者へのサービス拡充する 

 ホームページ等を活用した広報活動を充実させ、会員サービスを拡大する。 

 毒物・劇物取扱責任者資格試験の受験支援を継続・拡大する。 

９ 公益社団法人としての基盤強化に努める 

 会員数・口数の拡充に努め、財務基盤の安定化を図る。 

 公益事業の拡大と、それを支える健全な会計・財務運営を推進する。 

 


